
会計名 前年度予算額 当初予算額 増減額 伸率

水俣市一般会計 16,414,000 15,966,000 △448,000 △2.7%

令和７年３月定例会 水俣市一般会計予算の概要

議第１９号 令和７年度水俣市一般会計予算

（単位：千円）



１ 将来の水俣を見据えた４つのビジョンを実現するための事業

２億１，９５３万２千円

・「活力生まれる水俣」推進事業 ８９,３４０千円

・「選ばれる水俣」推進事業 ７７,３０７千円

・「世界へつながる水俣」推進事業 ３８,６５６千円

・「外貨を稼ぐ水俣」推進事業 １４,２２９千円

２ 今を生きる市民の生活を支える事業

１０４億７，３１７万６千円

令和７年度当初予算案のポイント



令和７年度 将来の水俣を見据えた４つのビジョンを実現するための事業

ツーリズム（観光・旅行・体験）
スポーツ（大会・合宿・レクレーション）

デジタル化した社会に
対応した環境

豊かな自然
海・里山・川・温泉(湯の児・湯の鶴)

豊かな自然やデジタルインフラ等
を生かして、生活の拠点や働く場
として人や企業の定着を目指す

(1) 産業人材育成事業【経済振興課】 6,554千円
(2) プログラミング人材育成事業【地域振興課】 7,345千円
(3) 学力向上推進事業【教育課】 11,955千円
(4) 移住定住促進事業【地域振興課】 33,292千円(拡充·P3-4)
(5) 結婚支援事業【地域振興課】 6,803千円(拡充·P14)
(6) 窓口業務のデジタル化推進事業【市民課】 10,267千円(新規·P15)
(7) 水俣市公式ＬＩＮＥ活用推進事業【市長公室】 1,091千円(新規·P16)

×

(生活拠点・ビジネスの場として)

選ばれる水俣
優れたスポーツ資源
エコパーク・総合体育館等

人・モノが集まる場を創出し、経済
効果を生み出すとともに、市民の喜
びや誇り（活力）を生み出す

(1) スポーツコミッション事業【スポーツ推進課】 6,300千円
(2) ニュースポーツ推進事業【スポーツ推進課】 313千円
(3) みなスポプロデュ－ス事業【スポーツ推進課】 6,429千円(新規·P11)
(4) 地域商工業振興事業【経済振興課】 48,477千円(拡充·P1)
(5) 道の駅の魅力維持向上事業【観光戦略課】 2,072千円
(6) 観光プロモーション強化事業【観光戦略課】 9,474千円
(7) 水俣ワーケーション推進事業【観光戦略課】 634千円
(8) 湯の児温泉開湯１００周年事業【観光戦略課】 3,589千円(拡充·P2)
(9) 湯の児地域魅力化推進事業【観光戦略課】 4,150千円(新規·P12)
(10) 観光振興推進体制強化事業【観光戦略課】 7,902千円(新規·P13)

×

(経済・市民に)

活力生まれる水俣

国際的な知名度
地場企業の優れた技術

大手国外企業の県内進出を
はじめとした社会情勢

海外に向けた戦略的アプローチ
により、『資本・人材・智』の流入を
拡大させる

(1) 海外トップセールス事業【市長公室】 3,587千円
(2) 水俣環境アカデミア活動推進事業【地域振興課】 2,638千円
(3) 国際交流推進事業【地域振興課】 6,431千円
(4) グローバル人材育成事業【地域振興課】 12,827千円
(5) 海外大学等連携推進事業【地域振興課】 423千円(新規·P17)
(6) スポーツ国際交流事業【スポーツ推進課】 7,500千円(新規·P10)
(7) インバウンド等誘客推進事業【観光戦略課】 5,250千円

×

世界へつながる水俣

77,307千円89,340千円

38,656千円

(1) 事業者支援事業【経済振興課】 7,500千円
(2) 稼げる水俣農業推進事業【農林水産課】 6,729千円

外貨を稼ぐ水俣

人・企業が市外でも収益をあげ、
積極的に市内で消費することで、
市内経済の成長を促す

水俣に住みながら
市外で所得獲得

恵まれた交通インフラ
九州新幹線・高速道路

×14,229千円



令和７年度 今を生きる市民の生活を支える事業

(1) 放課後居場所緊急対策事業【こども子育て課】 2,643千円(新規·P18)
(2) 地域こどもの生活支援強化事業【こども子育て課】

4,421千円(新規·P19)
(3) 予防接種事業【いきいき健康課】 174,212千円
(4) 妊婦健康診査事業【いきいき健康課】 19,664千円(拡充·P6)
(5) 乳幼児健康診査事業【いきいき健康課】 3,165千円(拡充·P7)
(6) 自立支援給付費【福祉課】 1,041,383千円

など

保健・医療・福祉分野

(1)スポーツキッズサポーター関連事業【スポーツ推進課】
20,206千円

(2) 水俣高校支援事業【地域振興課】 2,821千円(拡充·P20)
(3) 学校給食費補助事業【教育課】 30,867千円(拡充·P8-9)
(4) 総合的な学習の時間推進事業(中学校)【教育課】

2,163千円(拡充·P21)
(5) 文化会館自主文化事業【教育課】 7,043千円
(6) 徳富蘇峰・蘆花施設管理運営事業【教育課】 29,865千円

など

教育・文化分野

(1) 市内一円市道維持補修事業【土木課】 122,755千円
(2) 交通安全施設整備事業【土木課】 14,624千円
(3) 地域防災組織育成事業【危機管理防災課】 4,797千円
(4) 空き家等適正管理事業【地域振興課】 9,328千円
(5) コミュニティバス等運行事業【地域振興課】 146,659千円
(6) 都市計画関係経費【都市計画課】 8,101千円

など

生活基盤・環境分野

6,240,188千円 1,062,475千円

2,768,620千円

(1) 企業支援事業【経済振興課】 11,273千円
(2) 新規就農者育成総合対策事業【農林水産課】 27,440千円
(3) 有害鳥獣駆除事業【農林水産課】 8,222千円
(4) 市産材利用促進事業【農林水産課】 4,000千円(拡充·P5)
(5) 森林環境保全整備事業【農林水産課】 20,777千円
(6) 恋路ブランド推進事業【農林水産課】 2,998千円

など

経済・産業分野 401,893千円



 事業概要
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「活力生まれる水俣」推進事業
（湯の児温泉開湯100周年事業） 予算：3,589千円

【事業概要】
湯の児温泉が開湯100周年と国民保養温泉地としての指定や温泉総選挙の受賞を好機として、本市温泉地の認知度向上及び誘客、温泉資源の再認識を促す。

【実施内容】
記念行事等を行い、市民等を中心とした湯の児温泉の魅力の再認識、及び年間を通した誘客を
図るため、（一社）みなまた観光物産協会と連携し、①～③の事業を実施する。

①湯の児温泉開湯100周年記念式典とトークセッションの実施 ※市主催
②湯の児温泉100周年記念品（トートバック）の作成 ※市主催
③公共交通利用客の各温泉地までの二次交通支援（タクシー料金補助）事業
※（一社）みなまた観光物産協会へ委託

※参考<関連事業>
１ 水俣市事業（「活力生まれる水俣」（湯の児地域魅力化推進事業））
・さかなクンイベント（3市町協定による事業）

２ みなまた観光物産協会事業
・湯の児、湯の鶴温泉写真展の実施
・湯の児、湯の鶴フリーペーパー冊子の作成
・湯の児温泉開湯100周年記念商品の開発

３ 芦北地域振興局事業（広域連携）
・湯の児、湯の鶴温泉を含む水俣芦北圏域の温泉スタンプラリーを検討中。

【予算内容】
総額：3,589千円
※①及び②については、熊本県のくまもと未来づくり
スタートアップ補助金等（補助率1/2以内）を財源とし
て活用予定。

①事業費：1,258千円
内訳）会場借上料82千円、講師等への謝金665千円、誘
導警備委託費104千円、広報資材作成委託費347千円、
通信運搬費10千円、消耗品費50千円

②事業費：1,188千円
内訳）記念品作成委託費1,188千円

③事業費：1,143千円
内訳）二次交通支援（タクシー料金補助）事業委託費
1,143千円

計 3,589千円
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水俣市市産材利用促進事業補助金

 林業及び木材の振興並びに定住促進を目的として、市産材（市内で伐採及び製材された木材で、水俣芦北木材協会等により証明され
たもの）を利用した住宅及び店舗を建築する者に対し、補助金を交付する。（ただし、予算の範囲内）

 対象者は、市産材を使用して住宅又は店舗を新築・改築・増築・リフォームを行う人で、市内において自ら居住するための住宅を建
築する人又は自ら小売業等を行うための店舗を建築する人、建築後市内に定住する人又は店舗において営業を行う人、市税等を滞納
していない人

 補助の条件は、市産材を構造材として８割以上使用する住宅又は店舗の新築・改築・増築 （増築・リフォームは延床面積が１０平方
メートル以上に限る。）、新たに設置する床材の８割以上に市産材を使用する住宅又は店舗のリフォーム

 補助対象住宅を施工する工務店等は、市内に住所を有するものとする。
 補助金額:市内在住者は、延床面積１平方メートル当たり６，０００円（上限５０万円）。移住者は、延床面積１平方メートル当た
り１０，０００円（上限１００万円）

令和7年度予算額4,000千円
[農林水産課]

１ 概要

上記制度改定の声を受けて、以下のように要綱を改正したい。
 「市内在住者」と「市外からの移住者」の区分を無くす。
 延べ床面積当たりの単価を、１坪当たり２０，０００円とする。（１平方メートル当たり約６，０６０円）
 上限額を２００万円とする。
 その他、要綱の各条項の内容についても一部改正したい。

３ 要綱改正（案）

水俣芦北木材協会等から以下の要望が上がっている。
 近年の資材単価の高騰、人件費の高騰を勘案し、上限額を引き上げてほしい。
 市内在住者の場合、上限額からすると延べ床面積が83.3平方メートル（約25.2坪）で上限に達してしまうが、市内の平均的な住宅は
延べ床面積が30坪を超えている。上限額を引き上げてほしい。

 令和７年４月１日に要綱を改正し、市外からの移住者に対しての補助枠を設けたが、市内在住者も同等の補助内容にしてほしい。

２ 制度改定の声
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水俣市学校給食費補助事業                                           【教育課】  

 

・子育て世代の経済的負担を軽減するため、保護者の負担する給食費に対して補助を行う。 

・令和７年度に、以下のとおり、補助を拡充する。 

   （拡充前）月額１，０００円補助 

  （拡充後）月額１，５００円補助、第２子半額補助、第３子以降無償化 

 

【予算額】 

  水俣市学校給食費補助金 ３０，８６７千円（前年度予算額 １４，３６６千円） 

 

【補助拡充の経緯】 

  ①令和６年度までの状況 

    ・令和元年度から、月１，０００円の給食費補助を実施。 

→県下１４市では、無償化している自治体を除き、最も保護者負担が少なくなった。 

    ・給食費は、平成２８年度に改定して以降、物価高騰の中でも維持。 

 

②令和７年度の給食費補助の拡充 

    ・物価高騰の影響により、令和７年度から給食費を値上げ。 

       小学校 ２４０円／食 → ２９０円／食、中学校 ２８０円／食 → ３４０円／食 

・多子世帯は、物価高騰が継続する中、子育てに係る経済的な負担が大きい。 

        ↓ 

給食費補助に係る予算を増額し、補助の拡充を行う。 

特に、多子世帯については、給食費の支出が大きいため、より重点的な支援を行う。 
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【補助拡充の効果】  ※年間の給食実施回数を２００回として試算 

  ・小学生分の給食費負担額：年１０，０００円増→年４，５００円（１月約４００円、１日約２０円）増 

  ・中学生分の給食費負担額：年１２，０００円増→年６，５００円（１月約６００円、１日約３０円）増 

  ・小学生１人・中学生１人の世帯の給食費負担額：１０万円以上 → 約８万円 

  ・小学生２人・中学生１人の世帯の給食費負担額：１５万円以上 → 約８万円   

 

 

 

 

 

世帯負担額の比較（年額）

令和６年度まで 令和７年度
参考

（従来の補助を継続した場合）

　給食費
　　小学校240円、中学校280円
　年間給食費
　　小学校48,000円、中学校56,000円

　給食費
　　小学校290円、中学校340円
　年間給食費
　　小学校58,000円、中学校68,000円

　給食費
　　小学校290円、中学校340円
　年間給食費
　　小学校58,000円、中学校68,000円

　月額 1,000円（年額11,000円）

　※年額は、夏休みを除く11ヵ月分

　第1子：月額1,500円(年額16,500円）
　第2子：半額
　第3子以降：無償化

　月額 1,000円（年額11,000円）

　※年額は、夏休みを除く11ヵ月分

41,500円 47,000円

（ ＋4,500円 ） （ ＋10,000円 ）

51,500円 57,000円

（ ＋6,500円 ） （ ＋12,000円 ）

80,500円 104,000円

（ △1,500円 ） （ ＋22,000円 ）

80,500円 151,000円

（ △38,500円 ） （ ＋32,000円 ）

※年間200回の給食を実施するものとして試算。

※令和７年度及び参考欄の（　　　）内は、令和６年度までの負担額と比較した増減額。

119,000円

37,000円

中学生１人
の世帯 45,000円

小学生１人・中学生１人
の世帯 82,000円

給食費

給食費補助

世
帯
の
負
担
額
（

補
助
額
控
除
後
）

小学生１人
の世帯

小学生２人・中学生１人
の世帯
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スポーツ推進課

　事業概要　　　　　　総事業費　７，５００千円

今後の事業予定

「世界へつながる水俣」推進事業（スポーツ国際交流）　※新規

１１月に市長と台北龍舟協会を訪問、ドラゴンボートでの交流について提案し、台湾で開催される国際大会への招待受け、台湾からもドラゴン

ボートチームの派遣希望があっている。今後、関係団体等と連携を密にし、相互交流に向け協議を行っていく。

提供：水俣ユニオン

令和７年度は第５０回記念競り舟大会のため、次の事業を実施します。

①第50回記念競り舟大会への台湾チームの招待

②第50回記念競り舟大会優勝チームへの台湾ドラゴンボート大会への参加資格授与

本市の夏の風物詩である「競り舟大会」は、第５０回の記念大会を迎えるにあたり、１９８４年から２００５年まで交流のあった台

湾との競り舟（ドラゴンボート）による交流を実施する。これをきっかけとして、競り舟のみならず、本市で盛んなサッカー競技等他

スポーツ競技をはじめ、多岐にわたる分野（観光、農業、経済等）での交流を図り、「世界へつながる水俣」並びに「スポーツを通じ

た人材育成」を推進する。

①招待に要する経費 2,266千円

②遠征に係る経費 5,234千円

ドラゴンボート 競り舟大会
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スポーツ推進課

　事業概要　　　　　　総事業費　６，４２９千円（特別交付税措置対象）　

　地域おこし協力隊員（みなスポプロデューサー）　

「活力生まれる水俣」推進事業（みなスポプロデュース事業）　※新規

令和６年４月、本市にプロリーグ昇格を目指す社会人女子サッカーチーム『水俣ユニオンFCW』が発足し、県リーグ全勝で首位通過、

九州リーグ２部昇格が決定した。令和７年１月末現在、選手２１名のうち１９名が本市へ移住、そのうち１３名（内定含む）を市内企

業が雇用し、市内企業を中心に１７社がスポンサーとしてチームを支援している。

本市としても「地域おこし協力隊制度」を活用し、『水俣ユニオンFCW』の支援体制を強化する。

提供：水俣ユニオン

『水俣ユニオンFCW』が「活力生まれる水俣」を実現するための起爆剤・活力の源となれるよう、地域活性化のキーパーソンとして地域

おこし協力隊員（みなスポプロデューサー）１名を委嘱し、官民一体となって『水俣ユニオンFCW』の取組みを強化することで、スポーツ

を通じた水俣の新しい価値を生み出すとともに、交流人口の増加を促進し、スポーツ振興及び地域活性化を図る。

(１)勤務場所 ㈱水俣ユニオン（水俣市企業支援センター２階）

を拠点とする水俣市内外

(２)委嘱期間 １年間（最大３年間更新可能）

(３)業務内容

▶チーム運営業務のサポート、試合等の際の同行支援

▶チームの知名度を上げ、地域の価値を高めるための取り組み

▶サッカー（スポーツ）を通じた地域との繋がりの創出

▶スポーツ推進活動や地域活性化のための事業への協力及び企画運営等

隊員の受入れ等に要する経費 337千円

隊員の活動に要する経費 5,492千円

隊員のサポートに要する経費 600千円
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「活力生まれる水俣」推進事業
（湯の児地域魅力化推進事業） 予算：4,150千円

【事業概要】
「みなまた・あしきたギョギョギョ大使」であるさかなクンと連携したイベントを湯の児地域で行うことで、不知火海の魅力創出と、湯の児温泉の認知度向
上を図り、誘客を推進する。また、市道の改良を機にした湯の児地域の再整備に向けたパース図等を作成し、地域の魅力化を図る。

【実施内容】
湯の児地域（不知火海）の魅力化を推進するための事業として、以下事業を実施する。
１ さかなクンとタイアップした水俣の海の魅力発信事業
（1）海中ライブ中継
海中ライブ中継を通して、イベント参加者に水俣の海の魅力を発信する。海中ライブ中継では、
さかなクンと水俣ダイビングサービスSEA HORSEダイバーの森下氏が連携して、海の様子や生息し
ている生物をリアルタイムで発信・解説する。

（2）タッチプール
湯の児海水浴場に水俣の海に生息している生物に触れるタッチプールを設置し、海の生物に触
れながら、五感を通して海の大切さや魅力を実感する機会とする。

（3）地元民間事業者とのタイアップ企画（0予算で実施）
NPO法人おもいでつくる水俣等と連携し、海に関連するワークショップや地元の食材を使った
飲食、マリンアクティビティ体験会等を実施する。

２ 水俣市道湯の児線パース等作成
市道の改良と併せ、湯の児地域の再整備に向けたパース図等の作成
※土木課・都市計画課との連携事業

【予算内容】
総額：4,150千円
※「１ さかなクンとタイアップした水俣の魅力発信
事業」については、熊本県のくまもと未来づくりス
タートアップ補助金等（補助率2/3以内）を財源として
活用予定。

１事業費：3,765千円
内訳）さかなクンとの連携事業委託費3,355千円、タッ
チプール運営委託費154千円、誘導警備委託費84千円、
広報資材作成委託費142千円、司会進行謝金30千円

２事業費：385千円
内訳）パース図等作成委託費385千円

計 4,150千円
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「活力生まれる水俣」推進事業
（観光振興推進体制強化事業） 予算：7,902千円

【事業概要】
一般社団法人みなまた観光物産協会において、行政の施策と連携した事業を推進する人材*を活用し、民間企業の専門知識・業務経験・人脈・ノウハウを生

かしながら、即戦力人材として観光物産協会の体制と本市観光振興の推進強化を図る。
*（総務省）地域活性化起業人制度を活用

【現状の課題】
本市観光推進を担っているみなまた観光物産協会においては、協会自体の新たな事

業や観光振興のための企画立案に取り組む知見が不足している状況である。

【実施内容】
市内事業者７７の会員を抱えるみなまた観光物産協会に対し、現状の課題を踏まえ

国の支援制度を活用しながら体制の強化を図ることで、継続して観光物産振興に取り
組むことができる団体となるよう支援するものである。
その中で、行政の施策と連携した事業を推進する人材を活用し、民間企業の専門知

識・業務経験・人脈・ノウハウを生かしながら、即戦力人材として観光物産協会の体
制と本市観光振興の推進強化を図る。
●具体的な業務
①観光物産協会の体制強化に関すること
②協会と連携した新商品の開発
③観光商品の造成と販売
④その他観光・物産振興に関すること

※旅行商品の取扱体制を整備するとともに、観光商品の造成・販売や観光・物産振
興のための企画等に取り組む

【企業人の派遣】
・三大都市圏等において、旅行業等を主体で行う企業からの派遣を想定
・原則、みなまた観光物産協会（水俣市内）で月の半分以上勤務
・任期は１年（※制度で認められる最大３年となる可能性あり）

【予算内容】
総額7,836千円 うち企業への負担金・委託料（①＋②6,900千円）

【①負担金】 上限5,900千円／人
給料・手当・市の用務に係る出張旅費 （特別交付税措置率：1.0）

【②委託料】 上限1,000千円／人
活動経費、旅費、その他必要な経費 （特別交付税措置率：0.5）
※（例）先進地視察やファムツアー開催経費など

【③旅費・役務費等】 上限額1,000千円／人
起業人の受け入れ準備経費 （特別交付税措置率：0.5）

※積算根拠
③については、必要額を積算1,000千円
●（旅費）派遣社員との面談
水俣－東京 計2回×124,820円×2人＝499,280円（500千円）

●（費用弁償）派遣社員の現地視察
東京－水俣 計2回×124,820円×2人＝499,280円（500千円）

●（通信運搬費）派遣に関する手続き類書類送付
180円×10通＝1,800円（2千円）
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「選ばれる水俣」推進事業（窓口業務のデジタル化推進）
①キャッシュレス決済機能付きセミセルフレジ導入（新規） 事業費：２，７９９千円

②らくらく窓口証明書交付サービス導入（新規） 事業費： ７１５千円

③コンビニ交付・証明書等オンライン申請運用経費（継続）

①キャッシュレス決済機能付きセミセルフレジ導入

○市役所2階窓口にキャッシュレス決済対応の

セミセルフレジを１台導入（市民課・税務課共用）

〈対応する決済方法〉

・クレジットカード

（ＶＩＳＡ、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ他）

・コード支払いサービス

（ｄ払い、ＰａｙＰａｙ他）

・電子マネー

（nanaco、ＷＡＯＮ、ＰＡＳＭＯ他）

②らくらく窓口証明書交付サービス導入

○コンビニ交付のシステムが利用できるタッチパネル端末を

市民課窓口に設置し、マイナンバーカードによる本人確認で、

各種証明書を発行できる（申請書への手書きは不要）

○職員が横で操作方法を利用者に説明

⇒次回以降は便利なコンビニ交付を利用可能

〈対応する証明書〉

・住民票の写し

・印鑑登録証明書

・所得課税証明書

タッチパネル端末イメージ ⇒
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「世界へつながる水俣」推進事業（海外大学等連携推進事業）

報道資料 地域振興課水俣環境アカデミア

【事業費】
４２３千円（財源：ふるさと創生基金繰入金）

【事業の目的】
これまで水俣環境アカデミアが構築した国内外の大学や研究機関等とのネットワークを活かし、市民に質の高い教育機会を提

供し、その結果、様々な課題解決能力と多様な視点を持った人材育成を推進し、人材の育成を通じて、持続可能な地域社会の構
築に貢献し、「世界へつながる水俣」を実現することを目的とする。
令和７年度においては、平成２９年２月に水俣市と国立台北科技大学（※１）が締結した「水俣市と国立台北科技大学との交流に
関する覚書」に基づく連携を活かし、大学から教員を招へいし、水俣高校生へ半導体に関する学びの機会を提供することで、半導
体関連人材育成の推進に貢献することを目的とする。
また、水俣高校においては令和７年４月からは「半導体情報科」が新設される予定となっており、特色ある取組を行うことによ

り、高校の魅力向上に寄与する。

【事業内容】
国立台北科技大学から本市との交流の窓口である王立邦教授と半導体を専門とする教員を招へいし、水俣高校生を対象に半
導体に関する講義をしていただき、世界最先端の台湾における半導体産業や今後の動向などについて学ぶ。また、水俣高校や市
内企業などにおける本市の半導体関連人材育成に関する教育活動について視察いただき、意見交換を行う。

※１「国立台北科技大学」
台北市にある工業（科学技術）大学。これまでに数多くの企業家を輩出しており台湾の工業大学では最高学府。
2017（平成29）年2月8日「水俣市と国立台北科技大学との交流に関する覚書」締結。
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令和７年度
予算額2,643千円

（実施主体）
水俣市
※次の施設での実
施を予定（委託）

・みどりの森こど
も園
・はつの・あそび
の森こども園

新規 こども子育て課
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（実施主体）
水俣市
※場所は「ふれあいセン
ター」を予定
※指定管理者への委託又は
補助

（事業内容）
・こどもの食事支援（こど
も食堂等）
・こどもの体験（学習機会、
遊び体験）の提供
・こども用品等の提供など

（期待する効果）
・ひとり親家庭等の支援
・様々な事情（不登校等）
を抱えるこどもの居場所づ
くり
・支援が必要なこどもの早
期発見

（連携する部署）
地域振興課、福祉課、教育
課、いきいき健康課

（連携する主な機関）
児童家庭支援センター（オ
リーブの木）

こども子育て課新規 こどもの貧困対策・ひとり親家庭等支援・こどもの居場所づくり

令和７年度
予算額4,421千円
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「総合的な学習の時間推進事業（中学校）」 （教育課学校教育室）

１ 市内中学校の教育活動への経費

事業費：３７５千円

○ 郷土学習「水俣科」による体験活動、調べ学習、職場体験等を通じて、ふるさと水俣を愛する人間
性豊かな子どもたちを育てるため、学校と家庭、地域が協同して子どもたちの健全育成を図る。

・事業費内訳（地域の講師への謝金２６千円、消耗品費２０７千円、手数料１４２千円）

「総合的な学習の時間」を通じて未来の水俣を担う人間性豊かな人材を育成するための施策を推進します。

２ ＩＣＴ教育と連動した「地域の魅力調査と発信」事業【新規】

事業費：１,７８８千円
○ 市内４中学校のうち１校（２クラス、ただし小規模校の場合は２校）を選定し、令和３年に導入し
た１人１台タブレットと高速情報通信網等による「ＩＣＴ教育」を活用し、総合的な学習の時間で調
査した地域の魅力発信に挑戦してもらう。
⇒地元テレビ局のスキルを活用し、３０秒程度のＣＭを制作し発表する。
（次年度以降の実施に関しては、事業実施後の成果を検証し決定するため未定）

・事業費内訳（業務委託料１,５４０千円、バス委託料２４２千円、高速使用料６千円）

予算額２,１６３千円
［教育課］
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